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3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 コンソリデーショングラウチング 
3.1.1 施工範囲 
(1) 目的 
着岩部付近において、浸透路長が短い部分を対象にカーテングラウチングとあいまって遮水性

を改良することを目的とする。 

 

(2) 施工範囲 
1) コンソリⅠ （弱部の補強目的） 

堤体の安全性に影響を及ぼすおそれのある断層・破砕帯の弱部および風化の影響を受けた

CL 級岩盤部(CLl）とする。なお、灰塚ダムにおいては、堤体の安全性に影響を及ぼすよう

な断層、破砕帯は存在しないが、上下流に連続する等の分布、性状により万が一の水みちと

なることが懸念される断層についてはコンソリⅠを実施する。 

 

2) コンソリⅡ （遮水性の改良目的） 

重力式コンクリートでは、堤体上流端から基礎排水孔までの間の着岩部付近の動水勾配が

大きいため、基礎排水孔より上流側堤敷の着岩部付近を施工範囲とする。 

3) その他 

基礎岩盤面において局所的な緩みがみられるような箇所、横坑部等を施工範囲とする。具

体的には、河床5ブロックオープンクラック部、斜面部調査横坑(TL-3,4、TL-1,2の 4箇所）、

3～4BL のシーム L5-3 部及び右岸天端監査廊掘削部を対象とする。 

 

3.1.2 改良目標値 
(1) コンソリⅠ （弱部の補強目的） 
ルジオン値は 10Lu を改良目標値とする。また、変形性及び強度に関する改良を目的とする施

工であることより、単位注入セメント量に対する改良目標値は、事例等も参考に 30 ㎏/m と定め

る。ルジオン値または単位注入セメント量のいずれかが改良目標値を達成すれば完了とする。 

 

(2) コンソリⅡ （遮水性の改良目的） 
他ダムの補助カーテンを参考に 5Lu を改良ン目標値とする。 

 

(3) その他 （調査横坑、L5-3 シーム、5BL オープンクラック、右岸天端監査廊掘削部） 
改良目標値は設定しないが、コンソリⅠの改良目標値を目安に管理する。 

弱部の補強目的のコンソリデーショングラウチング（以下「コンソリⅠ」と称す

る）、遮水性の改良目的のコンソリデーショングラウチング（以下「コンソリⅡ｣と

称する）を計画する。なお、局所的な緩みが見られる部分（調査横坑）には別途、

基礎処理を計画する。 

断層・破砕帯等の弱部:F-a,b,c 系、F-18ａ,ｂ系、F-f 系、F-16 系 

風化の影響を受けた CL 級岩盤部：J0～J0+6m、J1-1m～J11+11m（F-2,F-da 断層密集部）

J13 下流、J10,DC-22～34.5m 付近、J11+11m から右岸側 



  14

3.1.3 施工時期 
  コンソリⅠ、Ⅱおよびその他とも堤体コンクリートを 3m 以上打設した後に施工する。 

 

3.1.4 孔の配置及び深さ 
(1) コンソリⅠ （弱部の補強目的） 
1) 孔の配置 

弱部の幅が広い部分は 6m メッシュとその中心(4.24m 格子）の面状施工とする。一方、弱

部幅の狭い部分は 1 次孔間隔を 12m 程度(1～2 次孔間隔は 6m 程度）とした断層あるいは弱

層上盤からの串刺し施工とする。 

2) 孔の深さ 

原則として 5m とする。ただし、勾配が急な箇所は掘削面直角方向に 5m の改良範囲を確保

するため 7m(1 ステージ）とする。また、F-16 系断層は、硬岩中の断層であることから断層

高のみの改良とし、3.0m とする。 

 

(2) コンソリⅡ （遮水性の改良目的） 
1) 孔の配置 

カーテングラウチングと監査廊間を面的に確実に改良するため、コンソリⅠ同様 6m メッ

シュとその中心(4.24m 格子）とする。 

2) 孔の深さ 

コンソリⅠ同様、原則として 5.0m とする。ただし、勾配が急な箇所は掘削面直角方向に

5m の改良範囲を確保するため 7m(1 ステージ）とする。また、F-g、F-18 断層が分布する箇

所(7～9BL 間及び 10BL の左岸側 1 格子分）は、深部に高透水部の分布が懸念されるため、

10m（5m×2 ステージ）とする。 

 

(3) その他 （調査横坑、L5-3 シーム、5BL オープンクラック、右岸天端監査廊掘削部） 
1) 孔の配置 

局所的な緩みが存在する箇所を現地で確認し配孔を決定する。施工した箇所は L5-3 シー

ム部/4 横坑）及び右岸天端監査廊掘削部である。 

調査横坑処理(TL-3,4、TR-1,2 の 4 箇所）は横坑上部からの施工とし、孔配置は岩分状況

を確認の上、決定する。 

2) 孔の深さ 

5BL オープンクラック部、斜面部調査横坑(TL-3,4、TR-1,2 の 4 箇所）、右岸天端監査廊掘

削部は 5.0m(1 ステージ)、3-4BL のシーム L5-3 部は 2.0m(1 ステージ)とする。 
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3.2 カーテングラウチング 
3.2.1 施工範囲 
(1) 目的 

ダムの堤体及び基礎地盤の安全性を確保し、あわせて所要の貯水機能を確保するため、

ダムの基礎地盤の浸透流路長が短い部分と基礎地盤とリム部の地盤で貯水池外への水みち

を形成するおそれのある大きな割れ目等の高透水部の遮水性を改良して、浸透流を抑制す

ることを目的とする。 

 

(2) 施工範囲 
1)深さ方向 

  最大ダム高 50.0m を最大限とし、改良目標値を満足する範囲とする。最大ダム高の 50.0m

まで施工する範囲は、深部に高透水を示す高角度断層(F-18 系断層）の存在が懸念される 8、

9BL とする。 

2)地山方向 

改良目標値を満足する範囲まで施工するものとし、地下水位と貯水位および透水性を考

慮し、以下のとおりとする。 

①左岸リム部 

降雨時の地下水位と S.W.L.247.3m の交点を確認する範囲までに加え、改良目標値を

満足する範囲までとする。 

②右岸リム部 

降雨時の地下水位と S.W.L.247.3m の交点を確認する範囲までに加え、改良目標値を

満足する範囲までとする。この場合、監査廊の掘削範囲は、結果として右岸リム施工範

囲に包括される。 

 

3.2.2 改良目標値 
改良目標値は、高透水を示す断層部を除き改訂グラウチング技術指針の標準値内最大値とし、

以下のとおり設定する。 

・0～H/4 ： 2Lu  1st～3st  （H/4＝12.5m→15m） 

・H/4～H/2 ： 5Lu  4st～5st  （25m） 

・H/2～H ：10Lu  6st～     （50m） 

ここに  H：最大ダム高（50m） 

 

3.2.3 施工位置及び施工時期 
(1) 施工位置 

施工位置は上流フーチング上とした。リム部は天端道路広場より施工することとした。

いずれも明かり施工である。 

 

(2) 施工時期 
コンソリⅡの施工が完了し、当該孔上の堤体コンクリートが 5.0m 以上打設された後に施

工することする。 
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3.2.4 孔の配置 
(1) 孔の配置 

先行施工した河床部の 2 次孔施工結果は、概ね改良目標値を満足しており、水理地質的

に見ても止水性は確保されていると判断されたため、孔間隔は 3.0m、2 次孔までを規定孔

とした。 

 

(2) 孔の深さ 
パイロット孔は従前の地質調査の結果から、深部において難透水となることが考えられ

るため、原則 30m(6st）とする。ただし、深部高透水が懸念される河床部 8,9BL は、最大ダ

ム高 50m（10st）まで施工する。 

一般孔は原則 15m(3st）とする。ただし、深部に高透水が懸念される河床部 8,9BL は、パ

イロット孔同様最大ダム高 50m を目安とする。 
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